
Public Relations Mifune Town, 2011.411 10

　女性が社会進出しやすい環
境づくり、男性が家庭生活に参
画しやすい環境づくり、男女とも
に生きいきと活躍できる社会づ
くりを推進するため、御船町男
女共同参画基本計画を作りま
した。
　男女共同参画社会は、目に
見えて変化があるわけではなく、
個々の感じ方によっても差があ
ります。そのため、行政、町民、
地域、事業所などが一体となっ
て取り組むことが大切です。
　町ではこれまで、▼一日女性
課長の日▼女性の人権をテー
マにした職員研修―を実施して
きました。さらに、毎週火曜日を
定時退庁日と定め、職員のワー
ク・ライフ・バランス（仕事と家庭
の調和）の推進を図っていま
す。今後は、役場の中だけでな
く、▼町民向けのセミナー開催
▼事業所ごとのアンケート調査
―などを実施していきたいと考
えています。
　この計画が、町民一人一人
の男女共同参画を実現するた
めのサポートとなるよう推進して
いきます。

◉御船町男女共同参画基本計画
平成23年3月策定。男女共同参画
社会を推進するための計画や総合
目標が全52㌻で掲載。計画期間
は平成23～30年度まで。 0 10 20 30 40 50 60

役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です
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木村元一副町長に計画書を手渡す渡邉達
江会長と𡈽田キエコ副会長

この調査は平成22年5月、無作為で選んだ20歳以上の町民男女200人を対象
に行ったものです。項目は、男女間の平等性、性別での役割、家庭の家事分担
など、全12問で考えてもらいました。回答率は、約45％。気になるアンケート結果
の一部を公開します。

回答した男女で、男性の方が優遇、どちらかといえば男
性の方が優遇と答えた人の合計割合

男女共同参画に関する　

男女の地位は平等になっていると思いますか？

アンケートアンケート

問1

家庭生活、職場、政治などの項目
で、男性優遇と答えた人の割合
が高く、習慣・しきたりに至っては、
77％が男性優遇と感じています。
一方で、学校教育の場では、低い
割合に。つまり、社会進出や家庭
において、男性が優遇されている
傾向になっていると考えられます。

男性優遇が多い傾向に家庭生活

職場

学校教育

政治

法律・制度

習慣・しきたり

59％

58％

13％

52％

32％

77％

回答した男女の合計割合

男は仕事、女は家庭など、性別役割で固定する考え方をどう思いますか？問2

男女の性別で、役割を固定する
ことに▽どちらかというと同感
しない▽同感しないーと答えた
人を合わせると約60％となり
ました。これは、逆に考える
と、男性も家庭で協力し、女性
も仕事で社会進出するなど、性
別にとらわれない役割が望まれ
ていると判断できます。

性別で役割固定しない
同感する

どちらかといえば同感する

どちらかといえば同感しない

同感しない

6％

27％

30％

31％

家庭では、家事を主に誰が分担していますか？（既婚者のみ）問4

問3

家庭での家事や育児の分担は、
妻が60％以上と、圧倒的な割合
を示しています。一方、夫婦での
協力は20％以下と伸び悩んでい
るほか、子育てに至っては夫主
体が0％となっています。女性が
社会に進出するためには、男性
のサポートがカギをにぎっている
ようです。

家事や育児への男性参画
掃除

洗濯

子育て

4％
61％

20％

4％

9％
70％

63％
15％

回答した男女の合計割合

いろんな分野で男女平等になるためには、何が重要だと思いますか？

男女平等で最も求められている
ことは、習慣・しきたりで34％。特
に、女性を取り巻く偏見や固定
的な社会通念を改善することが
必要と判断できます。次に、女性
の就業・社会参加支援が22％。
女性を支援する施設やサービス
環境の充実を図ることも望まれ
ています。

女性の社会通念を改善法律・制度

習慣・しきたり

女性の経済力・知識・技術

女性の就業・社会参加支援

女性の登用・役職の充実

4％

34％

17％

22％

8％

男性が女性と共に、家事、育児、介護への参加で必要なことは？問5

家事、育児、介護への参加で一
番求められていることは、夫婦や
家族間のコミュニケーションでし
た。男女共に約60％と高い割合
に。互いができることをじっくり話
し合うことが必要です。今から家
庭で参加できることを男女平等
に見つけてください。

夫婦や家族の会話重要男性が家事参加への
抵抗をなくすこと

夫婦や家族間の
コミュニケーション

労働時間短縮や休暇制度で
仕事外の時間確保

34％
46％

56％

51％

27％

60％

回答した男女で、　　＝夫、　　＝妻
　　＝夫婦　の各合計割合

回答した男女で、　　＝男性、　　＝女性　の各合計割合

＊御船町男女共同参画基本計画とアンケート結果は御船町ホームページでご覧になれます。

I N T E R V I E W

藤川 陽子  主査
総務課総務係

男
女
共
に
活
躍
で
き
る
社
会


